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価値法則の歴史的意義

一一商品の物神崇拝性小論一一

荒叉重雄

周知のごとく，マルクスは，価値規定の内容と商品形態そのものとを区別

していた。

価値規定の内容に関しては，次のようにのべられていた。 1第一に，有用

的諸労働または生産的諸活動がいかに相異なっていようとも，それらは人間

的有機体の諸機能であるということ，および，かかる機能はいずれも，その

内容や形式がどうあろうとも，本質的には人聞の脳髄，神経，筋肉，感官な

どの支出であるということは，一つの生理学的真理で、あるO 第二に，価値の大

いさの規定の基礎をなすもの，すなわち，右の支出の時間的継続，または労

働の量についていえば，この量は，感覚的にも労働の質から区別されうるも

のである。どんな状態のもとでも，人聞は，一一発展諸段階の相違するにつ

れて同じ度合にではなかったが，ー一一生活手段の生産に要費する労働時間に

関心をもたねばならなかった。最後に，人々が何らかの様式で、相互のために

労働しあうや否や，彼らの労働もまた，一つの社会的形態をうけとるのであ

るJ (マルクス「資本論J，青木文庫版(1)，171頁) 0 1資本制的生産様式

の止揚後も，社会的生産が維持されておれば，価値規定は，つぎの意味すな

わち，労働時間の規制，および相異なる諸生産群の問での社会的労働の配分，

最後にはこれらに関する簿記が従来よりも重要となるという意味で，依然と
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して重きをなすJ (1資本論」帥， 1200頁)， とO

価筒規定の内容は，一般に「社会的生産」あるいは「社会的労働」に関す

る規定性として，あるいは一般に労働の社会的形態に関する，特定のそれに

かかわらぬ何らかの社会的形態に関する規定性として，扱われていたのであ

る。換言すれば，価値規定の内容をなすものは，社会的労働の一般的諸規定

として把握されていた， ということである。

価値法則とは何か， とL、う端的な問に対して， しばしば 1価値法則とは，

社会的必要労働時間による商品価値の規定だということができる」 1}，とい

った答が用意されている。商品価値の研究は，事実，商品の価格を決定して

いるものは何か， というところから出発した。したがって，経済学の長い歴

史において，絶えずその量的規定性に力点をおかれてきたし，また今日にお

いても，しばしばそうであるO だが，現象としての交換価値から，本体とし

ての商品価値を分離して研究したときに，商品価値研究史における一つの劃

期がゐったことも，ひろく認められているところである。質的規定性の分析

があってはじめて，量的規定性の分析も確固としたものでありうる。この点

の理解のちがいは，結果として，極めて大きな差をもたらす。一方で価値法

則のまさに貫徹として把握される生産価格論は，他方では，たとえばベーム

・パヴエルグの日には赤裸々な矛盾，価値法則と生産価格法則の背反とうつ

るのであるO バヴェルクの理解によれば 1価値法則の主要な目的」は「現

実にあるがままの商品の交換関係を解明することにほかならなし、。われわれ

が知りたいと思っているのは，たとえば，一着の上衣は交換においてなぜ20

ヤードのリネンの価値をもつのか，また10ポンドの茶はなぜ%トンの鉄の価

値をもつのか， といったことであるJ2) 0 だから 1商品はけっきょく商品

と交換されるJ， 1国民生産物全体の価格は，国民生産物そのものにほかな

らない。してみると………全体の国民生産物に支払われる総価格がその生産

物に体化された価値または労働の総和と正確に一致するということは………

同義反覆の主張」勾である，との結論となるのである。 1社会的必要労働時

間による商品価値の規定」をもって，価値法則とは何かという問への答とし
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た岡崎栄松助教授の定式は，ベーム・パヴェルクの水準を決定的に克服する

に充分であろうか。

単純なる価値法則は，たとえば生産価格法則に対置されるそれ自身一つの

特殊としては，自分以外のものの力によって修正されているO しかし他方，

生産価格もまた商品価値のー形態にすぎぬかぎりでは，価値法則は生産価格

をも自らに包含する普辺である。価値法則はそのように把握されなくてはな

らない。

山本二三丸教授は，岩波版「経済学辞典」の中で価値法則を論じて I人

間自身の労働でありながら，物に対象化して物の力となったのが，価値であ

る，Jとの規定も与えられるが，これは，第五項目の「価値法則のふくんでいる

重要な内容を簡単に列挙」する部分で，第三番目にのべられているにすぎず，

第一項目では I価値法則とは3 商品の価値の大きさはその商品の生産に必

要な労働の量によって決定されるということJ， とし、う定式が与えられ，第

四項目でこれが「社会的必要労働時間Iの概念によってより厳密化されてい

るにとどまるのである灯 O

これにくらべて，いわゆる「宇野理論」は，特徴的なー論点を有してい

る。 I経済原則」と「経済法則」を対比する論点であるO すなわち，ここで

は，価値規定の内容は I人聞の物質的生活資料の生産，再生産の過程とし

ての経済生活一般Jを「規制するJ. I経済原則」と把握され，商品形態は，

この「経済原則」が「資本家的商品経済においてJ Iかかる一般的規定がそ

のままではあらはれないで，特殊な形態の下に，特殊の法則性をもってあら

はれるJ，その形態とみなされ，これこそが「経済法則」であり，その研究

に「商品経済を対象とする経済学の特殊な意義」がある，とされる 5) 0 すな

わち，ここで、は，商品形態に即応した，あるいは商品形態の法則性としての

「経済法則」とL、う普辺的な把握が， とりわけ質的な側面への関心をもって

あらわれているのであるO ただし I宇野理論」における「商品形態Jは，

いわゆる「流通形態Jとして，商品価値の実体なしにも，つまりは価値規定

の内容と切り離しても把握しうるものとされており，のちに触れるように，
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われわれはその点には同意できない。

われわれは，価値法則をもって，抽象的人間的労働の凝固物，凝結物とし

ての商品価値が，社会的生産を規制すること，と簡単に規定したい。その最

大の特徴は，労働の社会的性格，あるいは社会的労働が，価値対象性という

物的形態を与えられていること，換言すれば，まさに生きた労働の社会的性

格が，死んだ労働の姿ではじめて形態を与えられることにある。そして，生

きた労働が主役を演ずる現実の社会的生産を，過去の労働たる商品価値が規

制するO 対象化された労働は社会的労働の形式にすぎず，社会的労働はまさ

に生きた労働，生きた現実的諸人間の活動であるのだが，しかし対象化した

商品価値としてのみ，社会的労働はその存在形態をうるO 価値法則は，まず，

こうした質的把握がなされたあと，様々な量的規定により補完さるべきであ

ると考えるO そのものの何かをいわないで，つまり質的規定を与えないで，

量的規定を与えることはできない。

このように価値法則を把握すると，商品の物神崇拝的性格といわれる問題

が，価値法則の本質的な契機をなすことになるO すなわち，ここでは「人間

の諸労働の同等性は，労働諸生産物の同等な価値対象性とし、う物象的形態を

受けとり，人間的労働力の支出の，その時間的継続による度量は，労働諸生

産物の価値の大いさという形態を受けとり，最後に，生産者たちの諸労働の

かの社会的諸規定がそこで実証される彼らの諸関係は，労働諸生産物の社会

的関係としヴ形態を受けとるO ………商品形態は，人間自身の労働の社会的

諸性格を，労働生産物そのものの対象的性格として，これらの諸物の社会的

な自然的諸属性として，人間の限に反映させ， したがってまた，総労働にた

いする生産者たちの社会的関係を，彼らの外部に実存する諸対象の社会的一

関係として，人聞の眼に反映させるJ (r資本論J， (1) 172頁。)かくて，

「私的諸労働の社会的性格を， したがってまた私的労働者たちの社会的諸関

係を，明示する代りに物象的に蔽いかくすJ (r資本論」は)， 177頁)ので

あり，商品世界に特有の「物神崇拝・または社会的な労働諸規定の対象的仮

象J (同前187頁)を生み出すのである。
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このような価値規定の内容と労働生産物の商品形態との聞の特有な関係，

すなわち 1人々そのものの一定の社会的関係」が「人の限には物と物との

関係という幻影的形態をとるJことを説明するために，マルクスは「類例J

を「宗教的世界の妄想境」に求めた。そして次のようにのべているo 1ここ

では，人間の頭脳の諸生産物が，独自の生命を与えられた・相互にかつ人々

と関係を結びあった・自立的な諸姿態のように見える。商品世界では，人間

の手の諸生産物がそうである。これを私は，労働諸生産物が諸商品として生

産されるや否やそれらに纏いつくところの，したがってまた商品生産と不可

分離であるところの，物神崇拝と名づけるJ (同前 173頁) 0 この点の理解

を深めるために"一度，アオイエルバッハにもどろう O

フォイエルバッハは宗教の本質に関してのべている。 1人間にとって祈lで

あるものは人間の精神・人間の魂であり，人間の精神・人間の魂・人間の心

は人間の祈lであるO 千111は人聞の内面が顕はになったものであり，人間の自己

が言表されたものであるO 宗教とは人聞がもって居るところの隠された宝が

厳粛に閉幕されたもの」のである o 1然し宗教一一一仰の意、識一ーが人間の自

己意識として特色づけられる際には，そのことは，恰も敬虚な人聞が引11に関

する自分の意識が自分の本質の自己意識であるということを直接に意識して

居るかの如くに理解さるべきではない。蓋しこの直接的な意識の欠乏こそが

正に宗教に特有な本質を基礎づけて居るからであるJ7) 0 1人聞は自己の本

質を自己の内に見出す前に外に認めるO 人聞にとっては，自分の本質は最初

他の本質(存在者)として対象になるO 宗教は人類の本質中の子供らしい側

聞であるJ8) 0 1宗教が歴史的に進化するということは，前の宗教では或る

客観的なものとして認められて居たものが後の宗教では或る主観的なものと

して認められるということ，即ち前の宗教では神として直観かつ尊崇されて

居たものが，後の宗教では或る人間的なものとして認識されるということな

のである。前の宗教は後の宗教にとっては偶像礼拝である」旬。 1宗教の発

展行程は更に，人間は益々多く神を拒否し，自分自身を益々多く承認するよ

うになる，ということの中に成立している。始めは人聞は万物を区別なしに
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自分の外に措定する。このことは殊に啓示の信仰の中に現はれるJ0 iイス

ラエル人にとってはキリスト教徒は教義を信ぜぬ人であり自由思想家であ

るO 事物はかく変化する O 昨日は未だ宗教であったものは今日はもはやそう

ではなし、。そして，今日無神論と認められて居るものは，明日は宗教と認め

られるJ0 10)フォイエルバッハは，このように，人聞の内なる本質を人間の

外に見出す物神崇拝をもって宗教の本質となし，神的なものとされたものが

次々と人間的なものとして認識されてゆく過程を宗教の発展，すなわち宗教

の解消(その哲学への転化)，と把えているO

7ルクスもまた商品の物神崇拝的性格について次のごとくのべている。

「人々が彼等の労働諸生産物を諸価値として相互に連関させるのは，これら

の物象が彼等にとって同等な種類の，人間的な・労働の単なる物象的外被と

して意義をもつからではなし、。その逆であるO 彼等は，彼等の相異なる種類

の諸生産物を交換において諸価値として相互に等置することにより，彼等の

相異なる諸労働を人間的労働として相互に等置する。………だから，価値な

るものの額には，それが何であるかということは脅かれていない。価値はむ

しろ，どの労働生産物をも一つの社会的象形文字に転化するo ・H ・..労働諸

生産物は，それらが価値であるかぎりでは，それらの生産に支出された人間

的労働の単に物象的な諸表現である，という後代の科学的発見は，人類の発

達史において時代を劃するものではあるが，しかし決して，労働の社会的性

格の対象的仮象をおい払いはしなし、J (同前 175頁)と。人間の労働の社会

的性格が，対象的仮象の姿をとっているところに物神崇拝をみようとする点

で，マルクスの叙述はブォイエルバッハの系譜をひいているO しかし一方，

「社会的象形文字」を解読した「科学的発見」も，それ自体ではこの物利l崇

拝を克服しない，とする点ではフォイエルパッハと異なるO

マルクスはフォイエルバッハを批判して次のように記していた。 iブォイ

エルバッハは宗教的自己疎外の事実，宗教的世界と世俗的な世界とへの世界

の二重化の事実から出発する。かれの仕事は，宗教的な世界をその世俗的な

基礎に解消させることにあるO しかし世俗的な基礎がそれ自身からうきあが
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って，一つの独立王国が雲のなかに定着するというこ'とは，この世俗的な基

礎の自己分裂および自己矛盾からのみ説明さるべきであるO だからこの世俗

的基礎そのものがそれ自身その矛盾において理解されなければならないとと

もに，実践的に革命されなければならなし、J11)。唯物論的担握を一層徹底さ

せなくてはならないという，この提言は，当然，では「世俗的基礎」そのも

のを分析する場合の基本的視角はなにか， という点での積極的立場によって

補なわれなくてはならなし、。ここでは二つの点が注目さるべきである。すな

わち，マルクスは次のようにも記していた。 1フォイエルバッハは感性的な

一一思想客体から現実的に区別された客体を欲する。しかしかれは人間的活

動そのものを対象的活動としてはとらえない。だからかれはキリスト教の本

質のなかで理論的な態度だけを真に人間的なものとみなし，これにたいして

実践はただそのきたならしいユダヤ的現象形態においてのみとらえられ，固

定されるJ12)。ここでは，人間の対象的活動，すなわち，主体的なダイナミ

ックなものでありながら，それ自身が，また客体との連関のなかで，対象的

でもあるような人間的活動に目をつけなければならないとしているのであ

る。これは 1環境の変更と人間的活動あるいは自己変更との合致J13)とも

表現されているO

いま一つの点は次のごとくである。 1フォイエルバッハは宗教的木質を人

間的本質に解消させるO しかし人間的本質はなにも個々の個人に内在する抽

象体ではない。その現実においてはそれは社会的諸関係の総和である。フォ

イエルパッハは，この現実的本質の批判にたち入らなし、から， どうしても(1)

歴史的な経過を無視し，宗教的心情をそれだけとして固定し，そして抽象的

な一一孤立した一一人間的個体を前提せざるをえなし、。 (2)したがって本質は

ただ『類』として，おおくの個人を自然的にむすびつける内的な， ものいわ

ぬ一般性としてとらえられうるにすぎなし、J14)。すなわち，ここでは周知の

ごとく，人間的本質が社会的諸関係の総和ととらえられ，孤立した個人に帰

着する傾向をもっブォイエノレバッハの論理に対置されているO フォイエルバ

ッハもまた，人間の本質を「人間と人間との共同のうちに，統一のうちにの
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みふくまれているJ15)ことを認める場合もあるが，それは一般に動物におけ

る種の統一性と同等のものとしてしかあっかわれていない，と批判されてい

るO だから，二つの点は一つに結びつけられて次のような命題となるo Iす

べての社会的生活は本質的に実践的であるJ0 16)すなわち，人間の対象的活

動は社会的活動であり，社会的生活の本質的モメントである，ということに

なろう O

ここにいたって，われわれは，価値規定の内容がなにゆえに商品価値の形

態をとってあらわれざるを得ないかの理由を説明するさいに，マルクスが，

商品を作り出す労働の独自的な社会的性格にもどったことの意味を，よりい

っそう理解しうるのである。マルグスは次のようにのべていた。以前の「経

済学は，不完全にではあるが，価値および価値の大いさを分析し，そしてこ

れらの形式のうちに隠されている内容を発見した。だが経済学は，何故にこ

の内容がかの形式をとるか，かくして何故に労働が価値において，またその

時間的継続による労働の度量が労働生産物の価値の大いさにおいて，みずか

らを表示するか? という問題を，かつて提起したことさえもないのである

J (同前 183頁) 0 では I何故にこの内容がかの形式をとるのかJ0 これ

を説明するものは I商品を生産する労働の独自的・社会的性格」であるO

「諸使用対象が商品となるのは，総じて，それらが相互に独立して営まれる

私的諸労働の生産物であるからに他ならなし、。これらの私的諸労働の複合体

は社会的総労働を形成するO 生産者たちは，彼らの労働諸生産物の交換によ

って初めて社会的接触を結ぶのであるから，彼らの私的諸労働の独自的・社

会的な諸性格もまた，この交換の内部において初めて現象するO あるいは私

的諸労働は交換が労働諸生産物をして………入りこませる諸連関により，事

実上はじめて，社会的総労働の実を示すJ (間前 173頁)。

周知のように，この商品を生産する労働の「独自的・社会的性格」は，マ

ルクスによって，ロビンソンの島の生活における労働，中世の賦役労働，自

給自足的農民家族の労働 I自由人たちの一団体Jなどと対比され，浮彫に

されていた。われわれはいま，フォイエルバッハがすでIこ宗教を一つの発展
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過程において分析していたのを想起しつつ，これを社会的な人聞の対象的諸

活動の発展を軸として検討してみよう。

1 

で、は，社会的な人間の対象的諸活動は，どのように分析さるべきであろう

か。マルクス=エンゲノレスがはじめて人間の社会史を素描じた「ドイツ・イ

デオロギー」を手引きとして，若干の考察を加えてみよう。

次のように理論的出発点が設定されている。まず「すべての人間史の第一

の前提はもちろん生きた人間的個体の生存であるJ17)。ここでは人間の身体

的組織の生理学的構造や，自然との聞の新陳代謝による相関や環境としての

自然条件などが問題とされるが，これは前提であるにとどまる。次に，人聞

を他の動物から区別するものが求められる。 I人間自身は，かれらがかれら

の生活手段を生産しはじめるやいなや，自分を動物から区別しはじめる。こ

の一歩は，かれの肉体的組織によって制約されているものである。人聞は，

かれらの生活手段を生産することによって，間接にかれらの物質的生活その

ものを生産するJ18)。生産活動が独自なものとして抽象されてくる。そして

ここで問題なのは主体的な活動とL、う側面である。そのことが次のように強

調されているo 1生産のこの方式は，たんにこれが諸個人の肉体的生存の再

生産であるとしづ面からだけ考察されてはならなし、。それはむしろすでにこ

れら個人の活動の一定の仕方であり，かれらの生活を表出する一定の仕方で

あり，かれらの一定の生活様式である」問。かようにして，まずもって分析

さるべき人間の対象的活動は，生産活動であると設定される。

また，別の個所では，次のように問題が展開させられている。すなわち「

根源的な歴史的諸関係の四つの契機」のーっとして，衣食住その他の欲望を

みたすための手段の産出，あたらしい欲望そのものの産出，さらに人聞によ

る人間の産出すなわち繁殖と三つの契機が列挙されたのちに，第四の契機が

次のようにのべられる。 1ところで生活の生産は，労働における自己の生活
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の生産も生殖における他人の生活の生産も，そのまますぐに二重の関係とし

て一一一方では自然的な，他方では社会的な関係として一一あらはれる。こ

こに社会的というのは，どんな条件のもとにしても， どんな様式によるにし

ても，またどんな目的のためにしても，いくたりかの個人の協働という意味

であるo J i一定の生産様式あるいは産業段階はいつも一定の協働様式ある

いは社会的段階とむすびついており，この協働様式がそれ自身一つの『生産

力」であるJ26)。すなわち，ここでは，人間的諸活動の特長の一つが，協働

(zusammenwirken) とL、うひろいL、みで，社会的なものと設定されて

いるO この観点は，すで、にみたように，のちの著作にも価値規定の内容のー

っとして i人々が何らかの様式で相互のために労働しあうや否や，彼らの

労働もまた，一つの社会的な形態をうけとるJ， という命題になって再現し

ている。

ところで，近年の動物生態学の諸成果の中には，霊長類の諸行動の中に，

のち人間的諸活動として統一的に発展すべき諸要素のJiH芽がみとめられる，
という発見が含まれているO たとえば，チンパンジーは白ありを捕獲するた

めの一種の道具として，木の小校を携行することがあること，身体的な体制

にまで固定してしまうことのない性・年齢~異にする諸個体の協力を含む集

団のあること，主幹島の日本猿のイモ洗い行動にみられるような，集団を媒介

にしての特定の行動様式の伝嬬と個体を超えた保存のあること，などであるO

こうした諸要素の統ーとして，対象的な人間的活動を特徴づけてみると次の

ようになろう。すなわち，何らかの労働手段によって遺伝的な身体的体制の

限界をうちゃぶりつつ，そうした労働手段をも含めて臼然を I~I らのために利

用する諸方法を，たとえ慣習の程度にまでは固定することがあるにしても，

決して本能のごとく固定することなく，流動的な状態で集団の中に保持しつ

つ，個々の人聞は集団の中で互に他人のためにも労働するO このような内容

をもつものとしての協働はこれを社会的労働と呼んでよいであろう。

社会的労働は，その成果としての生産物の観点からは社会的生産の契機で

あり，社会的労働をその成果との関係において量的に捕捉すれば社会的生産
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性であるO 生産力は，その社会的規定性の内容がし、かなるものかについての

具体的把握を別にして，一般的にとらえるならば，社会的生産力としてある

といえる。

社会的労働は，それ自身一つの発展過程にあるものとして把握される。そ

の剤芽期にあっては r自然にたし、する人間のかぎられた関係がかれら相互

のかぎられた関係を制約し，そしてかれら相互のかぎられた関係が自然にた

いするかれらのかぎられた関係を制約しているO というのは，まさに自然が

ほとんど歴史的に変更されていなL、からである」町。こうした段階にあって

は，労働の社会的生産性に対して労働の自然発生的生産性が大きな役割を占

めざるを得なし、。自然そのもの，人聞によって歴史的に変更をこうむってい

ないといういみでの自然そのものが，人聞にとってどれだけ豊かであるかと

いうことが，大きな影響をもつからである。二種類の生産性については，古

典的な次の記述があるo r農業にあっては(鉱山業にあってと同様に)，労

働の社会的生産性ばかりでなく自然発生的生産性一一これは労働の自然諸条

件に依存する一一ーも問題となるO 農業における社会的生産力の増加は，自然

力の減少を補償するにすぎぬか，補償さえもせず……ーしたがって農業では

技術的発展にも拘わらず生産物を安くしないで，そのーそう大きな騰貴を阻

止するにすぎぬだろう，ということがありうるJ (1資本論J)帥， 1080頁) 0 

ところで，この二種類の生産陸は，全く同格のものとして並列的にとらえ

らるべきではなL、。労働の自然的諸条件の豊かさが，社会的労働の発展度に

よって異なってあらわれることに定意しなくてはならなし、。植物栽培に適し

た自然諸条件があったとしても，狩猟民族にとっては，それは自然発生的生

産性を示すものとしてはあらわれない。遊牧民族の占有する領域のr:l:lに豊富

な油田がかくされていたとしても， これまたさしあたりは何ら労働の生産性

に関与するものではなし、。自然発生的生産性は，それがいかに量的に幅のあ

るものであり，それゆえ社会的生産に大きな影響を与えるものであっても，

社会的労働の発展の流れの中で，その特有の段階，水準と結びついてのみ意

義をもつものである。
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また，社会的生産性は，人間たちの協働の体系としての社会の範囲におい

て問題とされねばならなL、。すなわち，全体としての社会の示した生産性で、

なくてはならなL、。個別的な部門の生産性がその要素としてあるとしても，

それは部分にすぎず，全体としての生産性が最終的に問われねばならなし、。

そういういみでの「社会的生産性の傾向は，社会の生産力の発展，停滞，後

退をしめす重要な指標の一つであるJ22)。

社会的労働の発展は， I~I 然に対する人間の関係がますます広く深くなって

ゆくことであり，かっその14"で，人間と人間との相互の関係もますます広く

深くなってゆくことであるo Iドイツ・イデオロギー」は，古典派経済学の

系譜をひいて，社会的労働の発展をまず分業の発展においてとらえている。

いわく Iどの程度まで一国民の生産力が発展しているかは，分業が発展し

ている程度によってもっとも明白にしめされるO どんなあたらしい生産力で

も，これがし、ままですでに知られた生産力のたんに量的な拡張(たとえば所

有地の開墾)でないかぎり，分業のあたらしい発達を結果としてともなうの

である」向。すなわち生産力の発達は分業の発達であり，分業の発達は諸個

人間の相互依存関係の強化である，ということになろう O また，次のように

も記されているo I分業と私有とはおなじ表現であり一一おなじことが前者

では活動についてし、し、あらわされ，後者では活動の生産物についていいあら

わされているのである」判。ここでも交換と分業とを一致させ，前者から後

者を説明する古典派経済学の系譜がみとめられるが， しかし，力点は活動と

しての分業にうつされている。そして，次にみるように視野はひろがって，

分業は必ずしも商品交換とのみ結びつけられることはなくなっているO すな

わち I分業の種々の発展段階」の冒頭には I種族的所有」の形態のもと

にあるところの I家族のなかにあたえられた自然成長的な分業の一層拡張

されたものJ25)がおかれているO さらに，社会的労働の発展は，長い経過を

へて，ついに「一つの総体にまで発展をとげて普辺的な交通の内部でのみ存

在するところの生産力」を生み出していること，やがて「団結した個人たち

による総体的な生産力の領有とともに私有制はなくな(り)...・H ・..各人の特
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殊な私的生業そのものが偶然的となってしまっている」拘ような事態が生み

出されるであろうこと，が見透されていたのである。

社会的労働の原初的な諸形態については，民族学ないし文化人類学の成果

が多くのことをおしえているO 比較的小さな社会的集団の内部における， し

たがって特定したもの同士のあいだにおける直接的な労働の交換あるいは生

産物の交換，ただし，一見一方的な奉仕や贈与にみえるような，かなり長期間

を単位としたなかでの交換が報告されているO あるいは，まさに「家族内部

における自然発生的分業の拡張」ともいえる社会組織，年齢組命11や年齢階梯

制が報告されている。こうした形をとった直接的な形態のもとにある協業と

分業は i社会的余剰」すなわち剰余生産物の集中を背景とする政治権力の

成立とともに，一段と広いものになる。とはいえ，政治権力により直接に組

織される協業と分業は，社会的労働の支配的部分とはならなし、。ただし，時

折，その中の決定的に重要な部分，たとえば水利などが政治的に組織され，

大王国の基礎となっている。分業が労働の自然的諸条件に制約されて民族の

分化に結果した例も知られている。植物栽培に主として依存する農耕民と，

大型家畜飼養に主として依存する牧畜民との分化がその例である。

社会的労働の一層の発展は，二つの矛盾した側面の発展をもたらす。一方

においてより細かく分業が発展するためには，つまり有用労働種類の各社会

成員への分割が細かくなるためには，他方その社会の単位が大きくならなく

てはならない，つまり社会の人口がより大きくならなくてはならなし、。分業

の発展は，当然，労働内容の集約化を伴ない，それは労働の個別化，個人化

をもたらし，社会を構成する成員たちの共同体に同化する能力を減少せしめ

る一方，社会をより大きな単位として構成できなくてはならなし、。一方で，

分業の発展は私有を生み出L.，これを深化させてゆく O はじめは生産物，労

働手段から，やがて労働対象たる土地までも，私有物の性格をつよめてゆく O

このうごきは，必然的に，自然発生的な種族的な共同体をこわしてゆく O 他

方，ますます成員を増大する社会においては，相手を特定し，あるいは制限

された範囲に限定して長期間を単位として生きた労働の交換，あるいは生産
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物の交換をなすことは困難となってゆく。この矛盾を解決するものがまさに

商品形態であったといえるO 制限された範囲の社会の成員のあいだでの直接

的な労働の交換から，市場における不特定の相手との生産物の交換をつうじ

ての人間相互の結合，あるいはそう L、う形での新しい社会的労働の範囲の形

成への転換であるO これによって，労働の直接的な私的性格の発展と間接的

な社会的性格との発展が，ともに自己を主張できる形態が与えられたのであ

る。すなわち，分業による各労働の集約化と，一社会の範囲の拡大とが，と

もに飛躍的に進展しうる形態をもつことになったのである。

商品交換は，その繭芽期においては，たとえば分化した農耕民族と牧畜民

族との聞における交換のごとくに，労働の自然的諸条件の相互の交換を意味

するものであるかも知れず，あるいはごく少数の特産物の交換のごとく，労

働の自然的生産性の相違にもとづくものであるかも知れなし、。しかし，商品

交換を前提し，その上で分業がさらに進展し， くわえて，分業の進展ゆえの

生産力の向上がみとめられはじめるならば，これはまさに労働の社会的生産

性の向上だというべきであり，社会的労働の発展だというべきであろう。と

いうことは，逆にいえば，価値法則というものは，こうした発展段階にある

社会的労働に照応するものとして，その労働の社会的性格から生み出された

ものだ，ということであろう。

かようにして，商品形態は決して生産過程にとって外的な偶然的なものだ

となすことはできなし、。社会的分業の発展の中で展開して行った諸職業にお

ける労働過程は，その成果としての労働生産物の商品形態と密接に関連して

いるというべきである。市場の一定の広さがあってはじめて，その職業の自

立化がありえた例も多かろうし，市場にあらわれてくる社会の諸欲望があっ

てはじめて，その生産物の固有の形態，つまり使用価値の質の固定した例も

多かったはずであるO 社会的分業の中における諸職業の労働過程は，それを

孤立的にそれ自体として考察するならば，さしあたり私的な過程であり，当

然のこととして何ら社会的連関を示さないというこえはたしかであるO とは

いえ，それ自体として孤立しては実存しえないところにこそ，その本質的性
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格があるのであり，この点は，それを社会的労働の発展過程の中において考

察するとき明らかになるのである。

商品形態が生産過程にとって外的であるという考え方と密接に関係する考

え方として，商品を生産する労働は，さしあたり全く私的な，ばらばらなも

のにすぎず，それ自身なんらの社会的なものを含まない，それが社会的なも

のになるのは，その労働の生産物が商品として相互に関係し，さらには現実

的に交換された瞬間においてである，交換されなかったときには，その労働

は社会的なものに転生しそこなったのである，というものがある。こうした

考え方は，一見，古典的な叙述にのっとっているかにみえるO すなわち 1

諸使用対象が商品となるのは，総じて，それらが相互に独立して蛍まれる私

的諸労働の生産物であるからに他ならなし、。これらの私的諸労働の複合体は

社会的総労働を形成する。生産者たちは，彼らの労働生産物の交換によって

初めて社会的接解を結ぶのであるから，彼らの私的諸労働の独自的・社会的

な性格もまた，この交換の内部において初めて現象する。あるいは私的諸労

働は，交換が労働諸生産物をして………入りこませる諸連関により，事実上

はじめて，社会的総労働の諸環たる実を示すJ (1資本論J(1)， 173頁〉。と

はいえ，との叙述は 1私的諸労働の独自的・社会的性格」についてのべて

いるのであり，それが交換において「現象するJことをのべているのであっ

て，交換においてはじめて社会的労働へと生成するとのべているのではな

い。社会的労働は人類史とともにあったのであり，社会的労働の独自な形態

として，商品を生産する労働が生成したのは，商品生産の発生史においてで

あり，いまやここでは，直接的には私的な労働のもっている社会的な木質が

「現象する」ことが問題とされているのである。私的な労働は，はじめから

社会的労働のー形態として，社会的に条件づけられてのみ存立しえたのであ

るO

いま一つ，商品形態が生産過程にとって外的であるとの考え方に結びつく

ものとして，単なる商品生産にあっては価値規定の内容をなす抽象的人間労

働および社会的平均労働が規定されえない?という考え方があるO 機械市!大
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工業があってはじめて，労働力はあらゆる技能を奪いさられた単なる労働力

となり，そこにおける協業をつうじて平均的な労働力という量的な規定も現

実のものとなりうる，というのである問。しかし，この考え方は抽象的人間

労働をもって「超歴史的カテゴリー」とする考え方と 28)矛盾してしまうので

はあるまいか。価値規定の内容をなすものは，これを一般に社会的労働の諸

規定と考えるべきであろう o 1超歴史的」ということは 1どの規定された

社会的形態とも係りないJ29)と読みかえてもよいであろう O 特定の社会的生

産とのみ関係するものではないが，いずれにしろ社会的労働一般に関するこ

とだ， ということである。

社会的労働が人類史とともに発展過程にあるものとすれば，社会的労働一

般の規定性としての価値規定の内容もまた，発展過程にあるものとみなしう

る。社会的労働の編成としての分業が，家父長制的家族の内外をとわず，何ら

かの身分にともすれば骨化するような段階にあっては，抽象的人間労働は未

発達であろうし，また，社会的平均労働があらわれるその精確さも，はなは

だ粗雑なものであろう。しかしまた，社会の成員の個々人を個々の身分には

めこむこと自体が，そこにおける社会的労働の特定の発展段階に制約されて

いたとすれば，すなわち，たとえばその社会的生産において必要とされる職

能の種類と量とが一応規定されたものであって，社会の成員を個々の身分に

はめこむにあたって，その規定から大きくはずれるものであってはならなか

ったとすれば，やはりそこには抽象的人間労働と社会的平均労働があったと

いうべきであるO 商品生産は，そうした価値規定の内容の一層の発展を体現

しているO すなわち，ここでは商品価値という単一の質とその大いさという

形で，これがあらわれているO 全商品が貨幣に等置されることによって，抽

象的人間労働のまさに同質性が発展し，貨幣量の精確な測定によって，社会

的平均労働が発展しているのである。いし、かえれば，単一の市場において競

争が展開されることにより，価値規定の内容が発展しているのであるO とは

いえ一方，社会的労働を，直接にではなく，労働の成果としての生産物をと

おして測定せざるをえないところに，価値規定の内容そのものの発展度にお
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過去の労働の凝結物としての商品価値の独自の性格がとくに顕著にあらわ

れるのは，資本においてである。そもそも，資本は 1自分自身を増殖する

J 1価値自身の運動」と形態的に規定された(1資本論J(2)， 294-295頁〉。

価値の自己増殖の秘密があきらかにされた段階において，それは 1生きた

労働を吸収することによって吸血鬼のように活気づき，それを吸収すればす

るほどますます活気づく，死んだ労働J (同前408頁)， と表現された。

過去の労働の運動体としての資本は，社会的生産を支配するにあたって，

社会的生産のその他の契機である土地と労働力を自らに従属させ， しばしば

これを破壊する。これは，商品の物神崇拝的性格が人間の生活に及ぼす現実

的害悪であるO マルクスはしばしばこの点にも言及していた。 1この工場労

働の制限(イギリス工場法による一一筆者)は，グアノをイギリスの畑に注

ぎ込んだのと同じ必然性によって指図されていた。すなわち，一方の場合で

は土地を疲弊させたその同じ盲目的強奪欲が，他方の場合ではすでに国民の

生命力の根源を襲っていたのであるO 週期的な流行病は， ドイツおよびフラ

ンスにおける兵士の身長の低下と同じように，このことの明白な証拠であっ

たJ (同前417-418頁) 0 1資本は労働力の寿命を問題にしなし、。それが関

心をもつのは，ただ専ら，ー労働日のうちに流動化されうる労働力の最大限

だけであるO 資本は，労働力の寿命を短縮させることによってこの目的を達

するのであって，それはあたかも，貧欲な農業者が土地の豊銑度の掠奪によ

って土地収益を増加させるようなものであるJ (同前， 458頁) 0 1資本は，

富の二つの原始形成者たる労働力と土地とを自己に合体することにより膨脹

力を獲得するのであって，この膨脹力により資本は，一見それ自身の大いさ

によって設けられたーーすなわち，資本の定在形態たるすでに生産された生

j若手段の価値および分量によって設けられたー一一限界をこえてI I~I 己の孫積
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の諸要素を拡大することができるJ (1資本論」仏)，939頁) 0 1大工業と大

農業とは，本源的には，前者はむしろ労働力したがって人聞の自然力を荒廃

させ破滅させるが，後者はむしろ直接には土地の自然力を荒廃させ破滅させ

ることによって扶をわかっとすれば，のちには次第に両者が握手しあう。と

いうのは，農村での工業的体制は労働者の力を失わせ，工業と商業はまた農

業のために，土地を疲弊させる手段を調達するからであるJ (1資本論J(13)， 

1145~1146頁) 0 1資本制的農業のあらゆる進歩は，労働者から掠奪する技

術における進歩であるばかりでなく，同時に土地から掠奪する技術における

進歩でもあり，ある与えられた期間のあいだ土地豊能度を高めるためのあら

ゆる進歩は，同時に，この豊能度の持続的源泉を誠ぼすための進歩である」

「資本制的生産は，同時にすべての富の源泉たる土地と労働者kを破壊する

ことによって，社会的生産過程の技術および結合を発展させるにすぎない」

( 1資本論」肌 800~801頁)。

このように，土地と労働力とを破壊しながら進む過去の労働の蓄積は，発

展した価値法則の基本的帰結のーっと把えられていた。社会的富の量が，商

品価値の大いさによって集計されていること，人間労働力がその商品価値に

よって，あるいはそれ自身の商品価値と新たな価値形成力との差額によって

測られていること，労働生産性がそれ自身によってでなく商品価値のー形態

たる費用価格によって測られていること，社会的生産力の発展は商品価値の

蓄積率によって測られていること，等々がこの帰結の必然性を示す諸環であ

るO

価値法則のもとにおける社会的生産力の巨大な発展は，土地の破壊と労働

力の破壊とを今や直接に融合しはじた。公害問題の深刻化がそのあらわれで

あるO 個別的生産性の背後にかくされた社会的生産性の問題もするどくあ

らわれてこざるを得ない。すでに古典には次のような指摘があった。 1資本

制的生産様式は，………農業と工業との一一それらの対立的に作上げられた

姿態を基礎とする一一新しくてより高度な綜合の・合ーの・物質的諸前提を

創造する。資本制的生産様式はp それが大中心地に集積させる都市人口のま



価値法則の歴史的意義荒叉 101 (289) 

すます優勢となるにつれて，一方では社会の歴史的起動力を集積させるが，

他方では人間と土地との聞の質料変換を，すなわち，人聞により食糧および

衣料の形態で消費された土地諸成分の土地への復帰を，つまり持続的な土地

豊能度の永久的自然条件を，撹乱する。かくしてそれは，同時に，都市労働

者の肉体的健康と農村労働者の精神生活とを破壊する。だがそれは，同時に，

かの質料変換の単に自然発生的に生じた状態を破壊することによって，その

質料変換を社会的生産の規律的法則として・また人間の充分な発展に適当な

形態において・体系的に再建することを，強制するJ(1資本論J(3)， 800頁〉。

すなわち資本制的生産は，土地と人間との聞の質料的な大循環を撹乱し，こ

の大循環そのものを社会的生産において体系的に再建し統御すべき必然性を

発展させる，というのである。

今や，生産過程において発生する人間の生理に有害な諸要素は，単に工場

建物内あるいは工場敷地内にとどまらず，広い地域に振り撒かれるO 労働の

場も狭義の生活の場も区別きれない。労働者の人間生活の場の全面にわたっ

て撒布されるそれら有害物は，土地(水も空気も含めて)に蓄積されて，土

地の自然的生産性を減少させるO たとえば，亜硫酸ガスにより人間は呼吸す

るだけで病気になり，汚染された河川には魚類が住まなくなるO 一般に社会

的生産の発展の中で，分業の発展は運輸の発展をともなうが，今や，運輸は

人聞の労働の場と狭義の生活の場との区別なく，一社会の生活圏の全域にわ

たって展開する。交通戦争，交通災害が激化し，人聞は自己の生活の最低の

空間的諸条件をさえ犯される。人間と土地との聞の質料的大循環の全体では

なく，その一環にすぎぬ生産物の形態での過去の労働が社会的富を支配する

ために，ゴミ・廃品の処理が次第に大きな問題となるO ゴミ・廃品は適当な

形態をもって質料的に土地に返済されることなく，土地は貧化し，汚染され

る。ゴミ・廃品はしばしば遺棄されて，たとえば幼児の遊び場を危険にL，

中性洗剤は水資源をさえ低質にするO

宮本憲一助教授は，これらの問題を検討した著書においてのべている o 1 

資本主義社会では，資本としての存在形態をとらぬかぎり，人間，自然，文
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化の破壊は，縮少再生産として意識されぬが，このような破壊は，資本主義

社会の一般的存立条件を破壊しているのであるJ0 30) 1価値法則が冷厳に貫

徹するからこそ，自然，文化，健康の破壊がおこるのである。もしも，この

価値法則の貫徹による自然，文化，健康の破壊をはばみたいならば経済学あ

るいは価値論という観念を変革するのではなく，資本主義の生産関係を変革

せねばならぬのであるJ0 31)われわれはこの指摘に同意したい。

ところで，この土地の破壊と労働力の破壊との巨大化と融合を 1生産資

本と社会資本のアンバランス」と把握しようとする考え方がある。社会的生

産の巨大化が，自然と人間との間の質料的大循環を体系的に再建し，統御す

べき必然性をつよめているにもかかわらず，資本制的生産がその再建，統御を

不充分にしかなさないことを分析する際，個別的資本がその大循環に次々に

撹乱的要因をもちこむことを中心問題からはずし，もつばら事後的にこれに

手当する諸手段の発展の不足，あるいはまた，個別的産業資本とは別の「社会

的」なものの不足に責任を転嫁する点に，この考え方の第ーの問題点があり，

さらに，死んだ労働の蓄積に伴なう土地と生きた労働力との破壊の問題を，

死んだ労働の蓄積の不足，すなわち社会資本の立ち遅れ，の問題とおきかえ

る点に，この考え方の第二の問題点がある。カップは「社会的費用」とし、ぅ

概念をもって1"生産過程の結果として，第三者や社会が被害をうけ，私的

企業家が責任をとらない，あらゆる有害な結果や損失であるJ32}，とする。

宮本憲一助教授は，カップが私的企業家の責任を一応指摘していることを評

価されつつ 1社会的費用」の概念を採用され，この内容を吟味して次のよ

うにのべられる。 1この社会的損失は，労働者の家計費の上昇や生産物の価

格の上昇として，貨幣的に秤量できる損失となってあらわれる場合と，人間

の健康の破壊，自然・文化の荒廃のように，貨幣的に秤量できず，また中に

は再生不能の損失となってあらわれる場合がある」均，と O このように区別

されながら，なぜそれをともに「社会的費用」とされるのであろうか。 1費

用」は所詮商品価値，死んだ労働に連らなる範陪ーであり，土地と労働力の破

壊それ自身と区別されなくてはならないであろう O ただ，価値法則のもとで
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こそ，それ自身商品価値でないものにも商品形態を与えようとする社会的力

が働いているのである。健康の破壊は療養費と補償費によって，文化・土地

もそれぞれの補償費によって。かりに，その商品形態それ自身を批判せず，

それから出発したとしても，今や次のような問題が起ってくる。個別的産業

資本の生産物の観点に立ったときには，あきらかな労働の生産性の向上であ

ったとしても，はたしてそれは社会的労働の生産性の向上を示すものか否か

はにわかに判定できなL、。つまり，個別的な産業資本にとっての生産性の向

上が，多大の「社会的費用」を発生させて社会的労働の生産性を低下させる

こともありうる， ということである O 個別的生産性と社会的生産性との聞の

矛盾は不生産的労働や労働力の遊休(失業)の存在という現象形態の他に，

いま一つの現象形態をうる。

価値法則の研究を，社会的労働の一般的諸規定がし、かにこれに内包されて

いるか， という側面に限ってはならない。一定段階の社会的労働の自己矛盾

がし、かに現われているか，という側面にも注目しなくてはならない。

W 

社会的労働の一層の発展の歴史的傾向のなかで，価値法則の歴史的運命は

どのようなものとニ予想されるであろうか。協業，分業とマニュファグチュア，

および機械制大工業に関する古典的叙述の中に示唆をうけつつ，若干の考察

を試みよう O

まず，協業は，それによって協業に組みこまれた「個別的生産力の増大ば

かりでなく，即白的にも向自的にも集団力でなければならぬ一一生産力の創造

であるJ (1資本論J(3)， 548頁)点において注目された。 1協業によって

発展する労働の社会的生産力J(同前， 561頁)， ともいわれていた。こうし

た直接的な集団力としての生産力と結合している規定性として，第一に 1

「平均的労働力の発現」が 1個別的背離は，比較的多数の労働者が集めら

れるや否や，相殺されて消滅する」ゆえに，ここで実現する(同前，544頁)， 



104 (292) 経済学研究第19巻第3号

ということと，第二に I生産手段の一部分は，いまや，労働過程において

共同的に消費されるJ (同前， 546頁)こととが挙げられていた。 一方，こ

うした社会的生産力とその資本制的形態の関係についてものべられていた。

すなわち 1価値増殖の法則は，総じて，個々の生産者が資本家として生産

し，多数の労働者を同時に使用し，かくして最初から社会的平均労働を運動

させるとき，はじめて完全に個々の生産者にとって実現するJ(同前， 545頁

)とすれば，逆に「総じて労働者たちは，一緒にならないでは直接には協力

しえないのであり，………賃労働者たちは，同じ資本・同じ資本家が彼等ーを

同時に使用する………のでなければ，協業することができないJ (同前，554

頁) 0 かくて，協業という労働の社会的生産力に関する二つの規定は，さし

あたり，個別資本すなわち私的生産者の内部にくみこまれてのみ実存し，資

本の存在を保障する要因でありながら，その集団カの内部においては直接に

社会的なものとしてある，ということになるO

マニュファクチュア的分業は，直接的な集団力としての側面での労働の社

会的生産力の発展であるO ここでは，生産物は 1種々様々な作業をする自

立的手工業者の個人的生産物から，めいめいはたえず一個同ーの部分作業の

みを行う手工業者たちの合ーしたものの社会的生産物に，転化するJ (同前

565頁) 0 直接的な集団力としての社会的生産力の規定性も，一層発展する。

「諸労働したがって諸労働者相互間のこの直接的依存は，各個の労働者をし

て必要時間のみを彼の機能に費すことを余儀なくさせるのであり，かくして

独立の手工業のばあいとは，または単純協業のばあいとさえも，まったく異

なる労働の連続性，一様性，規則正しさ，秩序，および殊にまた労働強度が

生み出されるのである。一商品の生産のために社会的に必要な労働時間のみ

がその商品に費されるということは，商品生産一般にあっては競争の外的強

制として現象するO ………これに反して，マニュファクチュアにおいては，

与えられた労働時間内に与えられた分量の生産物を提供することが生産過程

そのものの技術的法則となるJ (同前， 576頁〉。集団力の内部において，社

会的必要労働時聞が技術的なものとして姿をあらわしてくるO とはいえ，こ
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の社会的必要労働時聞は，集団力の外部に出るや技術的なものではなくな

る。結合労働力が全体として支出された「社会的生産物」としての成果も，

外部にあってはーケの商品であり，他の商品との関係においては，社会的必

要労働時間は価値の大いさという形態をうけとらずには存在しえない。

機械制大工業は，事態をどのように発展させるか。 r機械は，社会的生産

の規律的原理としての手工業的活動を止揚するJ (同前， 609頁) 0 rマニュ

ファクチュアでは特殊的諸過程の孤立化が分業そのものによって与えられた

一原則だとすれば，発達した工場ではその反対に，特殊的諸過程の連続が支

配的であるJ (同前， 623頁)。すなわち，マニュファクチュア的分業にあ

っても，一定の労働時間内に一定の生産物を生産するということが，分業に

より個別化した諸労働者聞の連関を保障するために必要であったが，ここで

は全体の連関よりも諸労働の特殊化の方が前面に出ていた。ところが今や，

各々の部分機械間の連続という点で，連続性がより強くあらわれてくる，と

いうのである。 r単純協業においては，また分業によって独自化された協業

においてさえも社会化された労働者による個別化された労働者の駆逐はな

お多かれ少かれ偶然的に現象する。機械は，……若干の例外はあるが，直接

に社会化された・または共同的な・労働によってのみ機能する。かくして今

や，労働過程の協業的性格が，労働手段そのものの本性によって命ぜられた

技術的必然となるJ (同前， 630頁〉。こうした集団力としての社会的生産力

の発展とともに，関連するこつの規定性も発展する。第一に，機械制大工業

にあっては rマニュファクチュアにおける分業の土台をなす技術的基盤が

止揚されているO したがって自動的工場では，マニュファクチュア的分業を

特徴づける特殊化された労働者たちの等級制のかわりに，機械の助手たちが

遂行すべき諸労働の均等化または水準化の傾向が現はれるJ (同前， 681頁〉。

つまり，ここで、は，社会的労働の第一の規定性たる抽象的人間的労働が，集

団力の内部において直接的な姿態において現らわれるようになる。第二に，

共同的に消費される生産手段は拡大してし、く o I協業およびマニュファクチ

ュアを考察したところで明かになったように，建物などのごとき特定の一般



106 (294) 経済学研究第19巻第 3号

的生産諸条件は，孤立的労働者たちの分散した生産条件に較べれば，共同的

消費によって節約され， したがって生産物をより少く高価ならしめる。機械

の場合には，一個の作業機の胴体がそれの多数の道具によって共同的に消費

されるばかりでなく，同じ発動機と伝力機構の一部分とが多数の作業機によ

って共同的に消費されるJ (同前， 634頁〉。とはいえ， ここにおいても， こ

れら集団力の諸規定は，私的生産者としての資本の内部に封じこめられてい

るのであり，そのかぎりで，価値規定の内容は直接にはあらわれず，価値対

象性として現象するのである。集団力は資本によって専制的に組織されるの

で，労働者は分散して機械に従属せしめられ，生産手段の共同消費の節約は，

度を超えて「作業中の労働者の生活諸条件の………組織的盗奪となるJ (同

前， 690頁)のである。

これから先の見透しを古典はどのように与えていたか。ごく一般的には，

「個人的で分散的な生産手段の社会的に集中された生産手段への転イヒJ (1 

資本論」ω，1158頁)がいっそう進行し，集団力としての社会的生産力がい
っそう発展する，ということであろう O その他に次の二点について興味ある

指摘がなされていた。第ーは，労働者がマニュファクチュア的分業から解放

され，全面的に発達した個人として生産力の総体を領有する能力を身につけ

るであろう，という点であるo I大工業はヴェールーーすなわち人々にたい

し彼自身の社会的生産過程を隠蔽し，種々の自然発生的に特殊化された生産

部門を相互にまた各部門において極意、をえた者に対してさえも謎たらしめた

ヴェーノレーーを引き裂いたJ0 I技術学は一一少数の大きな基本的運動形態

を発見したJ (1資本論J切')， 774頁〉。将来の教育は I社会的生産を増大

するための一方法としてのみならず，全面的に発達した人聞を生産するため

の唯一の方法として，特定の年齢以上のすべての児童のために生産的労働を

知育および体育と結びつけるであろう J (同前， 770頁〉。第二は，過去の労

働と土地とのあらたな統ーを示唆した点で、ある。 I価値形成要素としての機

械と生産物形成要素としての機械との聞には大きな差額が生づるJ (同前，

632頁)0 Iこれらの労働手段は生産物に価値を附加することなしに生産物形
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成者として役立つ………程度に応じて………水，蒸気，空気，電気などとい

う自然力と同じ無償の役立ちをなすのであるJ (1資本論J(4)， 945頁)0 1 

機械が無報酬で役立つ範囲が道具のそれに比べて大きいのであるO 大工業に

おいて初めて人聞は，自分の過去の・すでに対象化された・労働の生産物を，

自然力と同じく大規模に無償で作用させうるのであるJ (1資本論」ゆ，)，633

頁) 0 1価値を交付することが少いほど，機械はーそう生産的であり，自然

諸力に近づく J (同前， 635-636頁)。

ところで，これら古典的叙述の行なわれたのちにも，社会的生産はやすみ

なく発展した。ブリユーミンは，それを「労働の集団化の範囲の拡大J， 1 

種々なる部門，職別の労働者聞の直接的協力の確立J， 1労働者の集団の職

場的独立性の征服J，等と特徴づけているO 35}この一般的傾向の中で，ブリ

ユーミンが特に注目しているのは次の二点であるO 第一は 1多くの点によ

って相互に相接触せる個々の諸企業聞の相互依存性の甚しい複雑化J，叫で

あるO 企業は，資本の単位であるとともに，それがよってもって立つ生産の

単位でもあるところが重要である。 1産業資本主義の時代においては，生産

の集中は根本においては，企業の専門化の形態において実現せられたJ37)。

生産が専門化し，それが独立の企業の形で別々になりながら，一方，企業の

単位は拡大しているとしヴ形で，私的資本の分立の7f~をとる社会的分業の発

展とー資本が内包する社会的生産の規模の拡大とが両立したということであ

る。ところが 1帝国主義の諸条件における専門化そのものが，幾多の全く

新らしい質的特性を得るということである。専門化は，生産の標準化，規準

化(規格化?)，典型化等々の全然新らしい技術的過程の基礎の上に展開さ

れるJ0 そしてさらに 1コンビナート化の傾向は専門化の傾向に代りJ38) 

はじめるo 1個々の過程の連続せる関聯は，個々の職場，工場の埼内を越え，

巨大なる生産コンプレックスを捉へはじめる」問。 1コンビナートにおいて

は，個々の過程のこの連続せる関聯は，個々の工場の範囲を越え，大なる生

産コンプレックスを包含しはじめる」州。すなわち，生産iの単位，直接的集

団力としての社会的生産の単位は，工場の範囲をこえ，諸工場の複合体を形
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成しはじめる，というのであるO 第二は， i)腎物，及び副産物の利用，又は

原料の複合的利用J41)である。原料の複合的・綜合的利用は，それ自身コン

ピナート発展の契機となるばかりではなく，そこで産出される諸商品へ，原

料の商品価値がいかなる比率で配分さるべきかに対し，もはや原理的解決は

与えられなくなることを意味する。一方では，社会的生産の発展とともに，

抽象的人間労働も社会的平均労働も，より可視的なものとなる一方，それら

価値規定の内容は，諸商品の交換価値に量的規定を与えるためにますます無

力となってゆく，ということであるO

価値規定の内容がより可視的なものとなる一方で，価値規定の内容が諸商

品の個々の交換価値を基礎づけることの合理的背景がより稀薄になってゆく

ということは，物神崇拝的性格をともなうところの価値法則そのものの合理

的基礎がゆらいできたことを示しているであろう。だが，資本はそもそも商

品の交換価値を，商品価値の変形としての生産価格で、基礎づけたし，産業資

本と商業資本の分業は，卸売価格を分離したし，私的資本が相互に競争して

いるかぎり，価値法則はまだ基盤を失なっていないのである。そして私的資

本の分業は，社会的生産そのものの発展が一定限度内にあることにその一つ

の基盤をおいているとみるべきであろう。

ブハーリンは，社会的生産の発展過程の本流を追跡することなく，諸資本

の金融的連鎖を重要視したために，見透しをあやまった。ブハーリンはいう，

「資本主義『国民経済』は，一個の非合理的体系から合理的組織体に，主体

のない経済から経済を営む主体になっている。この変化は金融資本主義の成

長と，並びにブルジョアジーの経済的組織と政治的組繊との融合とによって

生じたものであるJ0 i結合企業の内部においては『経済財』は商品として

でなく生産物として流通させられるのであって，結合せる合成体の圏外に出

されるときに初めて商品となる。丁度これと同様に，一圏内において組織的

に分配される生産物は，その存在が世界市場の存在と結びつく場合にのみ商

品なのである」 42}，と。それにくらべて， レーニンが i電化」問題に深い

関心を払ったということは注目される。電力がエネルギーの形態転換に容易
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だという特徴をもつことはさておいても，社会的生産の発展の中でおのずか

ら深まってゆく諸部門聞の連関のなかで，エネノレギー産業が一つの太い幹に

なるであろうことをみていたので、はあるまいか。多くの産業の共通のエネノレ

ギー的基礎として， しかも滞貨のありえない， とくに「計画的」な生産を要

求される部門として，電力部門が想定されていたので、はあるまL、か。

宮本憲一助教授がたてた[""社会的一般労働手段J， [""社会的共同消費手

段」の概念も，社会的生産の発展の中に位置づけることにより，ひときは意

義深さをますであろう。[""社会的一般労働手段」は，集団力としての社会的

生産力にともなってあらわれたところの，共同的に消費される生産手段が，

次第に巨大化L，単にー工場，一企業内にととどまることなく，諸工場，諸

企業により共同的に消費されるものに拡大し，ついに土地そのものと融合し

はじめたものとして，位置づけられよう。これに対する社会的労働の支出は，

容易に諸種の商品に比例配分されて交換価値の基礎となるという形をとらな

い。財政による支弁は，個別資本をこれに寄生させるし，といって事業別財

政や受益者負担制も，これを通常の価値法則に組みこむには問題を残すので

ある。つまりは価値法則の歴史的限界の一つの現われといえよう。

社会主義は資本によって組織されていた集団力としての社会的生産力を足

場とし，これを労働者の自覚した集団が自ら組織するものに変えることから

はじまる。社会主義の発展は，直接的な集団力としての社会的生産力の発展

を，その物質的基盤としなくてはならないであろう。これまで、検討された論

点にもとふづいて推定するならば，集団力の発展による直接的な労働の相互依

存の発展のなかで，第一に，価値規定の内容，社会的労働の一般的規定が，

社会の成員にとって直接に計測可能なものに発展してゆかなくてはならず，

また，これと関連して，労働者がマニュファクチュア的分業および社会的分

業の一環に固定されることなく，ますます自由に社会的生産の全体に参加す

るような傾向が発展してゆかねばなるまい。第二に，社会的生産内部におけ

る労働の直接的相互依存の発展からして，共同で消費される生産手段が発展

し，これが土地とあらたな統ーをつくり出すような傾向の発展がなければな
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るまい。こうした，生産手段の社会的分配の変化に照応する社会すなわち生

産諸関係の変化があってはじめて，生活手段の社会的分配の変化もまた強固

な法則性をもちうるのであろう O すでに，資本制的生産の内部においても，

生活手段の分配は，労働に応じた分配の原則を主たる側面としつつも，社会

保険その他の形態によって必要に応じた分配を原則を内包させている。そし

て，かくされた「必要に応じた分配」は I社会的共同消費手段」の発展に

よって，不可逆的な発展の道にあるのであるが 43)その全面的展開は，生産

手段の分配の諸形態の発展によって支えられなくてはならないであろう。

藤田整助教授は，ソヴェト社会主義経済の分析にもとづき，次のように指

摘される。 I現段階のソヴェト経済においては，労働生産物に支出された抽

象的労働時間の絶対量が，いまだ把握されるにいたっていないJ0 I新らし

いく価格>決定方法においても，やはり原価が基準とされている」叫。しか

し I資本主義のばあいのように，価格設定のために自由市場の存在が不可

欠であるというような事態は3 ソヴェト社会主義のばあいはすでに消滅して

いる。そこで、は，たとえその方法にはまだ多くの欠陥があるにはしても，国

民経済の総合的統制者，すなわち経済管理の各級機関の活動によって，生産

物にたいする労働支出のデータが集計され，そのうえでく価格>が意識的に

決定されている」的。かくて，そのような形で，端初にあるとはいえ「社会

的総労働の計算と配分が直接的に実施されている以上，現段階のソヴェト・

ノレープリは，なるほどその初期段階にあるとはいえ，貨幣というよりも，む

しろ労働証券の萌芽的存在として理解すべきではないだらうか」州，と。藤

田助教授のこのような判断は，われわれの論理展開と極めて整合的であるO

同様に，藤田助教授がソヴェトにおけるく価値・価格>論争を論評されるさ

いに， ソヴェトの理論家たちが商品の物神崇拝的性格に充分の注意、を払わな

いと批判されることにも，われわれは賛成である。だが，しいて難をいえば，

社会主義的計画化を論ずる際に，管理機構の水面のみではなく， もう一段深

めて，社会的生産の発展それ自身の水面での分析をなすところまでは到達さ

れていないことに当商の限界があるかに思われる。そこからクロ yロード説



価値法則の歴史的意義荒又 111 (299) 

への否定的評価が出てくるのではあるまいか。われわれの見解では， ソヴェ

トにおける社会的生産の発展の現水準が， (1)各産業部門の，各企業聞の，直

接的な相互依存性を前面に出すまでにはいたっていないことが，ホズラスチ

ヨット制の物質的基礎としてある， (2)労働者の社会的分業およびマニュファ

クチュア的分業の各環への固定化傾向の克服が，いまだ決定的段階へ到達し

ていないとしヴ限界をもっており，それが，いまだ生産物がその商品形態を

完全にはぬぎすてられないことの基礎をなしているのである。そして，クロ

ンロードは，この第二の論点を指摘しているように思われるのである。

社会的生産の世界史的発展を概観すると，社会的労働が諸労働の直接的な

相互依存の形で発展するときは，それが協業であれ分業であれ，労働者の身

分制度，等級制度を生み出し，相互に私的な労働が間接的に依存しあう形で

の社会的労働の発展は，市場の内部で個々の労働者が偶然性を楽しめるとい

ういみで，労働者の自由を生み出したことがわかるO 諸労働の直接的相互依

存のより高度な再現は，労働者の自由の発展をともなわなくてはならぬであ

ろう O そこでは，社会的労働の諸規定は，個々の商品に分割して対象化され

ることによって自らを主張する必要はないし，また，そういうことは不可能

でもあろう O
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